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会沢 隆典  

明けましておめでとうございます。年が明け、これまでにない強い感染力のオミクロ

ン株により瞬く間に感染者数が急増し、新型コロナウイルスは流行の第 6 波に入った

ようです。コロナ禍が終息し穏やかな日常に戻るのを祈る日々が続きますので、全国

の皆さんもご注意ください。  

この様な状況ではありますが、今年 8 月 20、21 日に、「第５５回全国手話通訳問

題研究集会～サマーフォーラム～ in いばらき」を開催いたします。コロナ感染拡大の

影響で一昨年の石川大会は中止、昨年の山形大会では県外者はオンライン参加の

みと制約がある開催でした。茨城はコロナ禍の中でも 3 年前の奈良大会の同じよう

に、全国から仲間が集まり交流ができるように集会型の準備を進めてきましたが、現

在の状況を考慮しオンライン型で開催することになりました。 

今回はオンライン型開催のため残念ながらご覧頂けませんが、開催地の茨城に

は、後楽園（岡山）や兼六園（金沢）と並んで日本三名園の一つである偕楽園があ

り、他にも、連続テレビ小説「ひよっこ」の舞台”奥茨城村”、牛久大仏、復元された水

戸城の大手門と二の丸角櫓等、見所が多い県ですので、お越しの際は是非お立ち

寄り下さい。 

大会のテーマは「確かめ合おう 仲間の絆 創ろう新時代」に決定いたしました。大

会は２日間とし、記念講演、講座、分科会などを盛り込みます。With コロナの今、テ

ーマにある「創ろう新時代」の通り新しい技術を駆使して、従来型にこだわらない新し

い形の集会を皆さんと共に創れるよう、実行委員一同、精一杯、準備して参ります。

沢山のご参加をお待ちしております。  


